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要
旨
i
 -駐
悶
 胃分泌機能を論ずる場合,従来から主として胃液酸度が問題にされているが,蛋白分解酵素は
 その測定方蕪が煩雑で,精度が低いため,その報告は意外に少ない。私は現在最も精度が高いと考
 えられるAn80nMirSky法のgla8s変法を応用して,各種胃疾、患患者の胃液蛋白分解酵
 素を測定し,その分泌機能について考察を加えた。
皿実験方法
 胃液採取:早朝空腹時患者の胃液を手動吸引により可及的に採取した後,基礎分泌胃液1時間,
 分泌刺激後雪時間半の胃液を,19分間隔で採取し,その各々のPepθin値,Cathep8in
 値酸度を測定した。刺激にはエn8uhn〔イ〕5単位静注・塩酸His七a凪in〔ヒ〕D・0四郷9
 樋皮瑚寸,を用風pepsi且IP値)測定:・賄4N叡1・・戦勲a5㏄を加え・そ
 の5ccに飽和Hae皿Oglobin・塩酸溶液5ccを加え,PHマ.5下に55.5℃の恒温槽でゴ0分
 間消イヒ後,10%三塩化酢酸5㏄(TeA)を力口え3消イヒを中断濾過し,濾液1てPhenoユ試薬
 を加え,消化により生じた濾液中のτyrO6ine及びTrip七〇phanを分光光度計で比色定
 量した。試料を消化過程のみを省略した後同様に処理して対称とし,〔}las8の式に基づいてP
 単位(PU)を求めた。Ga七hepsiロ・{C値)測定言同様の消化過程を上調11van緩衝液を
 用いて,PH55にて行ない,えられた値をO値とした。酸度(A値)測定3Topfer-Mi-
 chia■i8氏法により測定した。
盈輿験対鞠
 胃潰瘍、患者(U・V)43例証十二指腸潰瘍患者(U・D)18例,びらん性胃炎(G・E)
 患者12例,その他の胃疾、馨患者7例,計80例を用い,入院及び退院に際して測定した。診断
 はレ線・内視鏡・生検及び細胞診により確認した。
w
爽験成績
 r)Pepsin分泌動態書空腹時胃液は疾患別に有意の相関は認められず,診断的意義は少な
 い。基礎分泌では平均濃度124士50pu/㏄・平均分泌量148士60pu/分である。単位
 時間P分泌量は,始め高値でも漸次低下を示す「漸減型」と,漸次高値を示す「漸増型」とがあ
 り、前者は30～40分で低値となり腎機能低下群に見られ,後者は腎機能亢進群に多い。〔イ〕
 刺激では刺激後2D～50分の抑制時間の後、基礎分泌に比べ濃度では2～5倍,量でほ5～15
 倍に達する最高P値が刺激後50～40分に出現するが,そのうち比較的高い分泌量を維持する
 「持続型」と,直ちに低下する「疲へい型」とに分けられる。〔ヒ〕刺激でほ刺激後0～10分
 の抑制時間の後,基礎分泌に比べ濃度では1.2～5倍,量では3～5倍の最高P値が刺激後e～
 10分及ひ69～90分のこ回に認められた。胃機能低下群でほ両ピークの間隔が短かぐ,低時
 間で低値となるが,機能亢進群では長く高値を維持する。両刺激剤ともその2倍の量をも使用し
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 たが・分泌効果に顕著な差なく・刺激量は上述の量で充分と考えられた。
 2)各種疾患に於けるPep8in値:マ〕U・V・;全体に胃機能低下例多ぐ,基礎分泌平
 均P値は,濃度でア4士40pu/㏄,分泌量で98土40pu湧であり,大部分r灘成型」を
 示した。〔イ〕最高値は,濃度ろ55士50puノ亀C,量824±40pu/分で,「疲へい蟄」
 が大部分てある。〔ヒ〕最高{直は濃度228士40pu/㏄,i量479土150pu.ノ分であう,
 Pepsin酸.比しP:a)は&8と高し、02〕(}●E・二基働}泌濃度ほ寸34土50puノ㏄露
 量252出てoopu/分で,r漸減型」が多ぐ,〔イ〕最高値は濃度540±20puノむC,∬
 1012土2Gopu/分で,中等度の持続型を示し・〔ヒ〕最高値は,濃度16e士30pu・/㏄,
 量580±200pu/分であり,p:aは2.0である05〕U・D・;基礎分泌濃度120土
 40pu/℃C,量3"士マ50pu・/分であり・大部分「漸増型」を示し,〔イ〕最高値は・濃
 度590±100pu/bc,量喋600土600P噛/分で,高度の持続型を示した。〔ヒ〕最高
 値は,濃度160土5日puノ㏄,量1060士20gpuノ分で,P:乱は2.6である。治癒と
 共に,U・V・ではa及びP値共上昇傾向強く,U・D・及び@・E・では両値共下降傾向が強
 い。〔イ〕刺激に際しU・D・では,特に強い全身的低血糖症状,発汗を認め,U.D.に於け
 る分泌量の亢進は自律神経異常を反映するものと考えられる。一般に胃に萎縮性変化のある場合
 P分泌は酸分泌に比べ障害され難い傾向が認められる。U・V・に於けるp言aの高値は随伴症
 状としての萎縮性胃炎に基づくものと考えられる。3〕Cathep8ゴn分泌動態3大体Pep-
 8inに準ずる分泌態度を示すが,P3Cの値は,胃液分泌中時間的経過により異なり,両者の
 活性値が少なくとも2つの独立した蛋白分解酵素によるものと思われる。P:Cが酸度と無関係なこ
 とは,「P分泌時の胃液PHの如何がP又はCえの変化を決定する」という説に反するoP3e
 ほ疾患により異なりU・D・1.ゐU・V・秘に対し,G・E・では五〇と著しく高い。
 V結 語
 1)An80n副irSky法のGユass変法ほ胃液蛋白分解酵素の測定上かなり広い範囲に亘り
 比較的精度の高い,安定した方法である。2)Pepsi且分泌刺激剤として,〔イ〕刺激は短
 時間に強い分泌反応をきたし,〔ヒ〕刺激は長時間に亘シ波動的な分泌反応をもたらす。よって
 胃分泌機能の測定には両刺激剤の併用が望ましい05)Pep8in分泌は刺激反応初期に高濃
 度,大量分泌のピークを示し,P最高値は〔イ〕刺激でio～20分,〔ヒ〕刺激で20～50分
 酸度の最高値に先行する。よって分泌機能を論ずる場合,時間的変動を考慮に入れなけれはなら
 ない04)各種腎疾患にむけるP分泌総量は,U.D>G・E〉U・V・の順に低下し・P:a
 はU・V・》U・D・G、E.,の順であ集U・D・でほ持続型,漸増型の分泌を示し,α・
 Eでは被刺激性の亢進を認め,U・V・では萎縮性の胃粘膜変化を思わせる分泌を示した05)
 Pep8in対Cathep8in比はG・E>U・D・〉U・Vの順であみ。p3eは分泌の時間的
 経過により異なり,酸度とは無関係である・
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 審査結果の要旨
 胃分泌機能を論ずる場合,従来から主として胃液搬が問題に香れているが,著者は現在最も
 精塵iが高いと考えられるAn80n-Mirskγ法に基ずいた91a88変法を応用して,各種胃疾患
 ,憲者の胃液蛋白分解酵素を測定し,その分泌機能について考察を加えている。
 実験対象は,胃潰瘍患者45例,十二指腸潰瘍患者i8例,びらん性胃炎患者12例,その他
 の胃疾患患者ア例,計80例を用い,入院及び退院に際して測定している。
 その実験成績を要約すればり次のと治りである0
 1)An80n一面ir8ky法に基ずいたgユa68変法は}胃液蛋白分解酵素の測定上,広レ・範囲
 1て亘り,比較的精度の高い,安定した方法である0
 2)ペプシン分泌刺激剤として,インスリン刺激は短時間に強い分泌反応をきたし,ヒスタミ
 ア刺激は長時間に亘り波動的な分泌反応をもたらす。よって胃分泌機能の測定には,両刺激剤の
 併用が望ましい0
 5)ペプシン分泌は,刺激反応初期に,高濃臨大量分泌のピークを示し,ペプシン最高値は,
 インスリy刺激で10～20分,ヒスタミン刺激で20～50分,酸度の最高値に先行する。よ
 って分泌機能を論ずる場合,時間的変動を考慮に入れなければならたい0
 4)各種胃疾患にむけるペプシン分泌総量は,十二指腸潰瘍〉びらん性胃炎〉角潰煽の順に低
 下し}ペプシン対酸度比は,胃潰瘍》十二指腸潰瘍,びらん性胃炎,の順であり,十こ指腸潰瘍
 では持続型,漸増型の分泌を示し,びらん性胃炎では被刺激性の亢進を認め,胃潰瘍では萎縮性
 の胃粘膜変化を思わせる分泌を示している。
 5)ペプシン対カテプシン比は,びらん性胃炎》十二指腸潰瘍〉胃潰瘍の順である。ペプシ
 ン対カテプシンは分泌の時間的経過により異在外酸度とは無関係である。
 したがって,本論文は学位を授与するに,値するものと認める。
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